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1. はじめに 

横方向に𝑤個, 縦方向にℎ個の, 単位正方形からなる格

子を, 単位正方形の辺にそって𝑛個の部屋に分割した構造

をフロアプランとよぶ. フロアプランは, 部屋割りや広告の

モデルである. フロアプランで, 各部屋の面積が指定した

面積𝑎以上であるものの全てを高速に列挙したい. そのよう

なフロアプランの集合を 𝑆(𝑛, 𝑤, ℎ, 𝑎)と書く . 図 1 に , 

𝑆(5, 2, 3, 1)中のフロアプランの例を示す. 本文は𝑎 = 1のと

きに, そのようなフロアプランを高速に列挙するアルゴリズ

ムを設計する. 

図 1：面積が1以上の5部屋のフロアプラン 

 

2. 家系木 

𝑆(𝑛, 𝑤, ℎ, 𝑎)中の任意のフロアプランを𝑅とする. 𝑛 ≥ 2 

とする. 𝑅の左上隅の部屋を左上隅部屋とよぶ. 左上隅部

屋の右下の点を𝑣とする. 𝑅から, 左上隅部屋を次のように

削除して得られるフロアプラン𝑃(𝑅)を定義しよう. 2 つの場

合がある. 図 2 参照. 

場合 1 𝑣を上端とする垂直線分があるとき. 

𝑣を右端とする水平線分を, 上方向に, 格子の上辺まで

移動することにより, 左上隅部屋を削除する. 

場合 2 𝑣を上端とする垂直線分がないとき. 

𝑣を下端とする垂直線分を, 左方向に, 格子の左辺まで

移動することにより, 左上隅部屋を削除する.  

図 2：𝑃(𝑅)の説明図 

 

いずれの場合も, 1部屋少ないフロアプランが得られる. 

これを𝑃(𝑅)と書き, 𝑅の親フロアプランとよぶ. 削除される

左上隅以外の各部屋の面積は, 増えるか変化しないことよ

り, 𝑃(𝑅) ∈  𝑆(𝑛 − 1, 𝑤, ℎ, 𝑎))である. 𝑅を𝑃(𝑅)の子フロア

プランとよぶ.  

𝑅から, 左上隅部屋を繰り返し削除すると, フロアプラン

の列𝑅, 𝑃(𝑅), 𝑃(𝑃(𝑅)), ・・・が得られ, 最終的に部屋が1つ

のフロアプランが得られる .(図 2 参照 .) すなわち , 

𝑆(𝑛, 𝑤, ℎ, 𝑎)中のフロアプランは, これらのフロアプランを葉

とする木構造𝑇(𝑛, 𝑤, ℎ, 𝑎)を持つ[1, 2] . 図 3 に例を示す. 

 

 
図3：部屋数が高々5, かつ, 各部屋の面積が1以上のフ

ロアプランの集合の木構造. (点線内が𝑇(5, 2, 3, 1).) 

 

3. アルゴリズム 

本文は, 𝑎 = 1のときに, あたえられたフロアプランの, 

𝑇(𝑛, 𝑤, ℎ, 1)中の子孫のフロアプランの最大の部屋数を高

速に計算することにより, 𝑆(𝑛, 𝑤, ℎ, 1)中のフロアプランを高

速に列挙するアルゴリズムを設計した. (詳細略). このアル

ゴリズムは, 出力するフロアプラン一つあたり𝑂(𝑛2)時間で, 

𝑆(𝑛, 𝑤, ℎ, 1)中のフロアプランを列挙する. 

 

4. まとめ 

残された課題は, 次のものがある. 

  ・各部屋の面積が𝑎 = 2, 3, …以上としたフロアプランの

列挙アルゴリズムの設計. 

  ・各部屋の面積がちょうど𝑎マス, 𝑎マス以下, 𝑎マス以上 

𝑏マス以下等の列挙アルゴリズムの設計. 

  ・ 𝑎マスが𝑥部屋, 𝑏マスが𝑦部屋…等のようなフロアプラ

ンの列挙アルゴリズムの設計. 
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